
（別紙３）

～ 2025年12月9日

（対象者数） 66 （回答者数）
40

～ 2025年12月9日

（対象者数） 3 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現在の取り組みを続けながら、年上の子どもが年下
の子どもを手助けする機会をつくっていく。こうした関
わりを通して、年上の子には責任感や思いやりを、年
下の子には安心感や社会性が育つことを目指してい
く。

2

現在行っている取り組みを継続しながら、職員間での
情報共有がより確実に行えるよう工夫を進めていく。
特に、伝達漏れを防ぐために、ICTの活用など効率的
な方法を検討し、よりスムーズに支援につなげられる
体制づくりを目指していく。

3

プログラムの内容を個別や年齢に応じて難易度や内
容を変更し、更に個別対応をされた療育を目指してい
く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

そのため、今後は外部評価の機会を増やし、より質の
高い支援につなげていくことを目指す。

2

長期休暇や土曜日を活用し、保護者が参観できる機
会を増やしていく。

3

第三者機関による外部評価を受ける機会が現状では
限られており、客観的な視点から事業内容や運営体制
を見直す場が十分に確保できていない。

関係機関それぞれが日々の業務で多忙を極めている
ため、互いの予定を合わせて意見交換の場を設けるこ
とが難しい状況にある。その結果、情報共有や連携の
機会が十分に確保しづらいことが課題となっている。

保護者の参観の機会が少ない。 平日の子ども達の利用時間が短い為、療育に専念し
てしまい、参観の機会を設けることが難しかった為。

日々利用されるお子さま一人ひとりに合った療育を行
うため、職員同士で必要な情報を共有できる書類を作
成している。お子さまの様子や支援のポイントを整理
し、スタッフ全員が共通理解を持つことで、より丁寧で
一貫した支援につなげていくことを目的としている。

子どもたち一人ひとりに合った支援を行うため、指導計
画書と支援計画を活用し、職員全員が同じ内容を理解
したうえで療育に取り組めるようにしている。また、
日々の課題や宿題に取り組んだ様子を学習記録とし
て残し、職員間で共有することで、支援の継続性や質
の向上につなげている。

子どもや保護者のニーズに対応できるよう、曜日別の
プログラムを実施している。

曜日別のプログラムを通して粗大運動や微細運動、コ
ミュニケーション、学習支援などを取り組んでおり、子
どもの得意なところを伸ばし、自己肯定感を高めてい
る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

すまいる・きっずでは、学年の枠をこえて一緒に活動し
ている。その中で、子どもたちは集団でのルールやコ
ミュニケーションを学び、みんなで取り組む楽しさを経
験している。

すまいる・きっずでは、集団活動の中で子どもたちが
“手本となる行動”を発揮できる場を意識的につくって
いる。自分の役割を果たしたり、みんなのために行動
したりする経験を通して、『できた』『役に立てた』という
実感を持てるように支援している。また、お手伝いを頑
張った子どもを活動の中でしっかりと認めて伝えること
で、自己肯定感が育つだけでなく、進んで人の役に立
とうとする気持ちも育まれるよう取り組んでいる。

○事業所名 すまいる・きっず

○保護者評価実施期間
2025年11月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年12月26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


